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　　＜会社名及び代表者名＞ 株式会社　シ　グ　マ

代表取締役　　香月　信夫

　　＜資本金＞　　３０，０００，０００円　発行済株式：６０，０００株

　　＜所在地＞　本　社：〒８４０－０８５７

　　　　　　　　　　　　　佐賀県佐賀市鍋島町大字八戸３００５番地

　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０９５２－２６－７６６１　ＦＡＸ：０９５２－２２－８４３４

　　工事部　　　　佐賀営業所：〒８４０－０８５７

　　　　　　　　　　　　佐賀県佐賀市鍋島町大字八戸３００５番地

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０９５２－２６－７６６１　ＦＡＸ：０９５２－２０－００７０

　　工事部　　　　鳥栖営業所：〒８４１－００５４

　　　　　　　　　　　　佐賀県鳥栖市蔵ノ上町字野田６９９－１

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０９４２－８４－２９８１　ＦＡＸ：０９４２－８１－１０２９

　　工事部　　　　小城営業所：〒８４５－００１４

　　　　　　　　　　　　佐賀県小城市小城町大字晴気８８－１

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０９５２－７３－４１７１　ＦＡＸ：０９５２－７１－１００９

　　工事部　　　　唐津営業所：〒８４５－００１４

　　　　　　　　　　　　佐賀県唐津市鏡２５１０－１

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０９５５－５８－８５６７　ＦＡＸ：０９５５－５８－８５７５

　　東京事務所：〒101-0025

　　　　　　　　　　　　東京都千代田区神田佐久間町2丁目25番2号ISC秋葉原2階

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０３-6433-2195　ＦＡＸ：０３－６４３３－２４２６

　　＜連絡先＞ ＴＥＬ：０９５２－２６－７６６１　ＦＡＸ：０９５２－２２－８４３４

　ＵＲＬ：http://www.shiguma.com 　

E-mail：kmaekawa@shiguma.com

　　２．組 織 の 概 要
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＜対象事業活動＞　 電気設備の設計・施工・管理

空調設備の設計・施工・管理

弱電設備の設計・施工・管理

省エネルギーの提案・設計・施工・管理

省エネ診断業務

太陽光発電システムの設計・施工・保守

スマートホーム提案・設計・施工、ＩＯＴ機器の販売

＜建設業許可＞ 電気工事業　　　　 　　　佐賀県知事許可　特－３　第１３６号

電気通信工事業  般－３　第１３６号

　　　　 　　　　　　 管工事業　　　　     　　　　　　　　            　般

消防施設工事業

＜主な保有資格・免許＞

一級・二級電気工事施工管理技士、電気監理技術者、

一級電気通信工事施工管理技士、電気通信監理技術者

二級管工事施工管理技士、第一種・二種電気工事士、

給水装置工事主任技術者、消防設備士、

高圧端末処理・直線処理技術者、高所作業車運転技能講習修了、

ビル省エネ診断技術者他

＜従業員数＞　 34名（2023年11月現在）

＜事業所数（対象組織）＞　本社、工事部・佐賀営業所（佐賀市）・小城営業所（小城市）

                                    鳥栖営業所（鳥栖市）・唐津営業所（唐津市）、東京事務所(東京都）

＜エコアクション２１対象範囲＞　　 上記の全組織・全活動

＜売上高＞　　 883百万円 (2021年度売上高）

822百万円 (2022年度売上高）

＜決算月＞　　 １２月

　

般－３　第１３６号

般－３　第１３６号

       ＜事業内容＞

Ｐ３



<基本理念>

シグマは、使命感である「設備に息吹をお届けする技術のシグマ」

を全従業員に浸透させ、積極的に環境問題に取り組む事が最重要課題

であります。

　私達は、建造物を人の肉体だと考えています。設備は血管であり、

筋肉であり､各種臓器です。私達が誠意と英知を持って工事を行う事は

新鮮な血液、頑丈な臓器を提供することなのです。

　それはまさしく建造物に息吹をお届けすることだと自覚しています。

　そのような意識を持ってお客さまに接することと他社との差別化戦略

である省エネルギー、新エネルギーシステムを企業に提案することに

より二酸化炭素排出量の削減を行い、地域社会に貢献できることを

継続的に実行していきます。

<基本方針>
当社では、環境経営方針を定め、特に以下の事項について重点的に取り組みます。

１、省エネ推進により、自社、お客様、取引業者さまの二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２、 廃棄物排出量の削減と分別回収を徹底します。

 ３、節水による水使用量の削減に努めます。

４、 省エネ及び太陽光発電設備設置工事の受注拡大を目指します。

５、 事業活動に関する環境関連法規を遵守します。

６、 環境経営を推進するとともに継続的改善を実施します。

７、 地域貢献活動に積極的に参加し環境保全に貢献します。

作成日：令和5年1月16日

代表取締役　香月　信夫
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   株 式 会 社 シ グ マ

    ３．環　境　経　営　方　針



 ４．環境管理実施体制表

（全従業員数：34名）

【本社】

【工事部】

現場責任者は、現場ごとに
決める　　　　　　　　　　　　

※上記氏名記入者14名によりＥＡ21委員会とする。

１．環境管理責任者の任命

２．環境方針の制定

３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備

４．環境経営システムの定期的見直しの実施

５．社内情報の外部公開可否決定

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

２．社長への環境経営システムの実施状況報告

３．諮問機関であるEA21委員会の委員長として委員会の運営

４．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営

５．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する

６．現場の環境関連法規の遵守・確認

７．環境文書の制改定

香月　信夫

総務・経理（3名）営業（13名）佐賀営業所（9名）
小城営業所（8名）

東京事務所

Ｐ５

現場責任者 　１．現場での環境活動の実施、維持、継続及び改善をする

ＥＡ２１委員会 　１．四半期ごとに会議を行ない、現状把握し対策等を検討する

代表者

環境管理責任者

EＡ21事務局 　１．実施状況の確認・把握・指示・指摘を行う

部門責任者 　１．実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善をする

唐津営業所 鳥栖営業所

役職 責任及び権限

池上　敏昭

EA21　事務局
EA21委員会

環境管理責任者

作成日：2023年4月18日

代表者



基準年

2020年9月～ 2022年９月～2023年８月 2023年９月～2024年８月 2024年９月～2025年８月 2025年９月～2026年８月

2021年8月 （基準年比） （基準年比） （基準年比） （基準年比）

１．０％減 １．５％減 ２．０％減 ２．５％減

東京事務所 — — — — —

省エネ工事の受注拡大

 （太陽光発電システムを含む）

（受注件数） 28.57% 増 42.86% 増 57.14% 増 71.43% 増

産業廃棄物の分別回収徹底 分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底

（廃棄物総排出量　ｔ） 97.6% 96.7% 95.8% 94.9%

（購入重量 kg） 1.0%減 1.5%減 2.0%減 2.5%減

東京事務所 — — — — —

従業員の環境意識の向上
（環境教育等）

（実施回数）

社会貢献活動
（清掃ボランティア等）

（実施回数）

Ｐ６

１）2021年9月に基準年を2020年度実績値に見直しました。

２）電力の二酸化炭素排出係数は、令和2年度九州電力(株)調整後排出係数0.480㎏ｰCO₂／kWhで算出した。

３）電力の二酸化炭素排出係数は、東京事務所は令和2年度東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ(株)調整後排出係数0.443kg-CO₂／kWhで算出した。

４）唐津営業所と東京事務所の上水は基本料金のみで、使用量は0で算出しています。

５）コピー用紙A4 500枚=2.15kg　A3 500枚=4.35kgで算出しました。

80 80

環
境
教
育
・
環
境
保
全

全社

全社

【備考】

0 2 2 2 2

0 2 2 2 2

232.8 230.4

本社・佐賀(営） 161 160 156.8 155.2 153.6水
使
用
量

上水の使用量削減

（㎥）

全社 244 240 235.2

小城・鳥栖・唐津
(営） 83 80 80

資
源
の
投
入

コピー用紙購入重量の削減

全社 447.5

443 441 439 436

廃
棄
物

全社産業廃棄物の削減

55.82

54.5 54

24,430

自
社
の
提
供

す
る
サ
ー
ビ

ス 全社 14

18 20 22 24

53.5 53

化石燃料使用量の削減

（L）

全社 35,796 35,438 35,259 35,080

佐賀・小城・鳥栖・
唐津(営） 25,056 24,805 24,680 24,555

25,380 25,126 24,999 24,872 24,745

34,901

本社 10,740 10,633 10,579 10,525 10,472

37,079 36,892 36,704 36,517

電気使用量の削減

（kWh）

全社 40,221 39,818 39,617 39,416

小城・鳥栖・唐津
(営） 12,841 12,712 12,648 12,584 12,519

東京事務所 2,000 1,980 1,970 1,960 1,950

29,215

本社・佐賀(営）

本社・佐賀(営） 64,424 63,779 63,457 63,135 62,813

2024年度目標 2025年度目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量

二酸化炭素排出量の削減
　(電気使用量+化石燃料使用量)

（kg-CO₂）

全社 102,778 101,750 101,236 100,223 99,220

東京事務所 900 891 886 882 877

小城・鳥栖・唐津
(営） 37,454

制定日：2018年9月 1日
改定日：2022年8月26日

環境経営目標 対象事業所

目　標　値　

2020年度 2022年度目標 2023年度目標

５． 2022年度　環境経営目標



本社 工事部 責任者 担当者 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

空調の適温化の徹底 本社：前川 　

（暖房20°C、冷房28°C） 工事：八谷

目標値 本社：中島

39,818kWh 工事：服巻

年間 1.0％減 （不在時、不要箇所の消灯） 工事：横尾

基準年比（２０２０年） 不要電源を切る 本社：中村

（帰社時ﾌﾟﾘﾝﾀｰ･ｼｭﾚｯﾀｰ等） 工事：八谷

128.6％増（基準年比） 省エネ工事の受注拡大 　 　 　 　

目標値　18件 （提案件数の増加、HP問合せ対応）
　

　 　

化石燃料使用量の削減 エコドライブの励行 本社：古賀 　 　 　 　

目標値 (ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ､規定速度順守) 工事：八谷

35,438L 本社：角 　 　 　 　

年間 1.0％減 工事：服巻

基準年比（２０２０年） （ﾀｲﾔの空気圧、ﾊﾞｯﾃﾘｰなど） 工事：横尾

廃棄物の削減 　 　 　 　

2.3％減（基準年比）

目標値　54.5　t 工事：服巻

上水使用量の削減 　 　 　 　

1.64％減（基準年比）

目標値　240㎥ 工事：横尾

紙使用数重量の削減
　 　

1.0％削減

（基準年比）

目標値　443kg

　
　

● ●

年間 2回実施 　

社会貢献活動

（ボランティア） ● ●

年間　2回 （工事組合活動等）

環境に関する勉強会の実施

Ｐ７

2023年

       制定日：2018年9月  1日

       改定日：2022年8月26日

実施事項

該当サイト 担当部署 2022年

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

電電気使用量の削減 ○

環境経営目標

○ 池上

照明スイッチの適正菅理

○ ○ 前川

定期的な車両点検実施

○ ○ 前川

○ ○ 前川

池上 池上

○ ○ 前川

○

廃
棄
物

分別回収の徹底
（ごみ分別表示、紙類の一
般廃棄物処理化・ﾏﾆｭﾌｪｽ

ﾄ保管等）

○ ○ 池上

本社：古賀

総
物
質
量
の
投
入

紙使用重量の削減

○ ○ 前川

水
使
用
量
の
削
減

節水の推進
（水道ﾊﾞﾙﾌﾞ、ﾄｲﾚ、節水意

識向上等）
○ ○ 前川

      ６． ２０２２年度 環  境　経　営　計  画　

池上・前川

清掃活動他

○ ○ 池上 坪上・石井

池上
環
境
教
育
・
保
全

従業員の環境意識の向上

○ ○

副島・木下

（コピー用紙削減、無駄な印
刷物を増やさない等）

本社：石井



基準年

2020年度 2022年目標 2022年実績

2020年9月～ 2022年9月～2023年8月 2022年9月～2023年8月

2021年8月

本社・佐賀（営） 64,424 63,779 120,791 10.6%

小城・鳥栖・唐津
（営）

37,454 37,079 32,000 114%

東京事務所 — 891 446 150%

本社・佐賀（営） 25,380 25,126 29,337 83.2%

小城・鳥栖・唐津
（営）

12,841 12,712 12,539 101.4%

東京事務所 2,000 1,980 1,007 149.1%

本社 10,740 10,633 9,909 106.8%

佐賀・小城・鳥栖・
唐津（営）

25,056 24,805 29,242 82.1%

分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底 ー

本社・佐賀（営） 161 160 130 118.8%

小城・鳥栖・唐津
（営）

83 80 112 60.0%

　　　　判断基準：　　目標達成　　　　　合格点　　　　　　未達成

2 2 3 150% ◎

2 1

　　　　　　　　　　　　 １００％以上、 ９０．０％以上１００％未満、　　９０%未満

Ｐ８

環境目標 対象事業所

全社
達成状況

二
酸
化
炭
素
排
出
量

二酸化炭素排出量の削減
(電力ｴﾈﾙｷﾞｰ量+化石燃料使用量)

（kg-CO₂/ｋWh）

全社 101,878 101,750 118,415

×

電気使用量
の削減

（ｋＷh）

全社 40,221 39,818 42,883

化石燃料使用量
の削減
（L）

全社 35,796 35,438 39,151

92.3%

89.5%

×

廃
棄
物

産業廃棄物の分別回収徹底
廃棄物総排出量　（ｔ）

全社

55.82 54.5 68.69

自
社
の
提
供

す
る

サ
ー
ビ
ス

省エネ工事の受注拡大
（太陽光発電システムを含む）

（受注件数）
本社 14 18 25 139%

資
源
の
投
入

コピー用紙購入重量の削減
（購入重量kg）

全社 447.5 443 559

◯

240 242

全社

総
排
水
量

上水の使用量削減

（㎥）

全社 244

2

○　電力の二酸化炭素排出係数は、

令和2年度 九州電力(株)　二酸化炭素調整後排出係数 0.480㎏ｰCO₂／kWhで算出した。

東京事務所は、令和2年度 東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ(株)二酸化炭素調整後排出係数 0.443㎏ｰCO₂／kWhで算出した。

　達成状況　◎：　　　　　　○：　　　　　　　×：

                 ７．  環境経営目標及びその実績

目標値 ・ 実績値

99.2%

社会貢献活動
（清掃ボランティア等）

（実施回数）

全社

環
境
教
育
・
保
全

従業員の環境意識の向上
（環境教育等）

（実施回数）

達成率

83.6%

全社
判定

×

◯

◎

74%

74% ×

50% ×



空調の適温化の徹底。 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの励行(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ､規定速度順守)

（暖房2０°C、冷房28°C） 定期的な車両点検実施(タイヤの空気圧、オイル

 照明スイッチや電気器具の適正管理を行い 交換等）を行い燃費の向上を図る。

省電力を図る。 【実績評価】

【実績評価】 1.燃料は前年度よりガソリン使用量は若干増加と

1.電力量使用量は、わずかに達成できなかった。 なった。

2.太陽光発電による電力利用。 2.前年より車両台数が増えた。今後も増加予定

3.２時間以上の外出時はパソコンの電源を切る。 3.毎月、各車両の走行距離及び燃費及び

4.夏場、全社温水器の電源をＯＦＦにした。   空気圧の報告を実施している。

5.空調を使用しない時期は、空調用ブレーカー

【今後の改善点及び課題】

1.エコドライブを実施する。

2.急発進の禁止、長時間停止時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

【今後の改善点及び課題】   等を行い燃費向上を図る。

1.待機電力の軽減のため、不要な器具はﾌﾞﾚｰｶｰ 3.引き続き、車両点検を定期的に行う。

4.燃料の二酸化炭素排出量の割合が大幅に多い

　 2.不要な照明はこまめにOFFにする。    ので車両入替の際は低燃費車両に入れ替える。

　 3.こまめな消灯・電源OFFを心掛ける。 5.規模拡大時には車両増加のため、燃料使用量が

4.より一層の節電を意識付ける。 　　増加すると思われる。

二酸化炭素排出量削減

＜電気使用量の削減＞

目標値：（基準年）1.0％　削減

 ＜化石燃料使用量の削減＞

目標値：（基準年）1.0％　削減

本社2階　工事部佐
賀

 LED照明器具設置

Ｐ９

目標値：35,438　L

実　績：38,686　L

達成率

89.5%

総務経理車両及び軽営業車両

　　７.  環境経営目標及び環境経営計画の取組結果

を切る。

　を切る。

環境目標 活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価 環境目標 活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価

目標値　39,818　kWh

実　績　42,883　ｋWh

達成率

92.3%



省エネや太陽光発電の営業活動を通じて、

地球温暖化防止やＣＯ2の排出量の削減を行う。

【実績評価】

1.省エネ工事の件数が増えたことと、自家消費型

　太陽光発電工事件数が増加しているようだ。

【今後の改善点及び課題】

1.自家消費型太陽光発電工事の営業拡大と

　　省エネ工事受注を伸ばしていく必要がある。

2.簡易省エネ診断業務・省エネ提案を行い、

  お客様に喜ばれる節電・省エネのシグマとしての

  知名度を九州一円で上げること。

3.蛍光灯廃止で、LED照明が急速に普及している。

　LEDへの切り替え提案、工事受注を増やして行く。

4.総合的な省エネ診断が出来る人材の養成が必要。

5.省エネ及び太陽光発電支援事業（補助金）による

　ビジネス展開を実施する。

 ＜省エネ工事の受注拡大＞

某本社太陽光設置工事(佐賀健自家消費型補助金活用）

（佐賀市）某製造本部倉庫（佐賀市）

P10

目標値　　18件

実  績 　　25件

達成率

139%

＜省エネ工事事例＞

自社が施工・販売提供する環境・サービス

高天井ＬＥＤ照明器具設置工事

環境目標 活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価

（太陽光発電システム含む）

目標値：（基準年）28.6％ 増加



産業廃棄物の分別回収の徹底（ごみ分別表示、 紙使用枚数の削減（コピー用紙等）

ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ保管等）を行う。 【実績評価】

【実績評価】 1.枚当たりのコピー・ＦＡＸ単価をコピー機や

1.分別回収の徹底、鳥栖事業所は廃プラコンテナ     目立つ場所に表示した。

  のみ設置。 2.打合せや会議の資料は、プロジェクターを利用

2.産業廃棄物排出量は、受注工事の内容で     しペーパーレス化に取り組んだ。

達成できなかった。 3.ＦＡＸなどは裏紙を使用することを徹底した。

3.本社・小城事業所は段ボール置場を設置し、 4.コピー機・プリンターに裏紙専用トレイを用意

  分別を行った。   し裏紙使用を徹底した。

4.照明のLED化が進み、蛍光ランプ等の処分が 5.官公庁工事等の書類作成の為

  減少した。 紙使用枚数は増加傾向にあった。

　

【今後の改善点及び課題】 【今後の改善点及び課題】

1.今後も出先事業所を含め、分別回収の徹底を 1.今後も、裏紙の使用を徹底する。

    行っていく。 2.メールやプロジェクター等を活用し、極力

2.工事に使用する材料は在庫が残らないように 　プリントアウトを減らす。

  工夫する。 3.データのやり取りは極力PDF等データで行い　

    プリントアウトを減らす。
本社　廃棄物置き場

目標値　　445.0kg

実　績　 　559.0kg

達成率

74%

実　績　 68.69ｔ

達成率

74%

＜産業廃棄物の分別回収徹底＞

目標値　総排出量（ｔ）

目標値：（基準年）2.36％ 減

＜コピー用紙使用重量の削減＞

目標値　購入重量

目標値：（基準年）1.0％ 減

コピー機

活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価環境目標 活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価 環境目標

廃　棄　物 資　源　の　投　入

目標値　　54.5ｔ

Ｐ１１



節水の意識を高め、節水推進（水道ﾊﾞﾙﾌﾞﾄｲﾚ等）を行う。 環境に関する勉強会の実施（３ヶ月に１回、

年４回程度）を計画。

【実績評価】 【実績評価】

1.工事部小城に雨水貯留タンクを設置し、 1.健康経営のための健康に関する勉強会実施。

　植栽への水撒きや掃除等に活用した。

2.本社植栽の水撒きには自動散水器を使い

　季節・気候で散水量を調整している。 【今後の改善点及び課題】

3.バルブを調整して水量及び水圧の調整を 1.違う形での情報共有や、周知徹底を行う必要が

  定期的に行った。 　ある。活動内容などの変更等。

　　　 4.節水型の衛生機器を選定した。

社会・地域貢献活動の参加

【今後の改善点及び課題】

1.水道配管からの漏水を定期的に点検する。 【実績評価】

2.毎月使用量をチェックし朝礼時に全員に 1.電気工事組合や地域等の清掃活動に参加した。

　 呼びかけて節水の意識を高める。

3.更なる節水のため掲示物を表示する

4.本社屋外に手洗い場を新設した為、水使用量

　が増加したと思われる。

5.水も資源、お金だと言う意識付け、更なる節水  【今後の改善点及び課題】

　への呼び掛けを継続して行く。 1.今後も同様に清掃活動に参加する。

2.地域イベント等の参加も検討していく。

P12

自動散水器

実績値　　年間１回実施

実績値　　年間　３回

目標値　240,0㎥

水　使　用　量 環　境　教　育　・　保　全

＜社会貢献活動（ボランティア）＞

 

目標値：（基準年）1.64％ 減

＜従業員の環境意識の向上＞

目標値　　年間２回実施

 

実　績　242.0㎥

達成率

99.2%

環境目標 活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価 環境目標 活動計画（対象・内容・手段）と実績・評価

＜上水の使用量削減＞

目標値　　年間　２回実施



(環境目標改定日：2023年9月28日)

基準年

2020年9月～ 2023年９月～2024年８月 2024年９月～2025年８月 2025年９月～2026年８月

2021年8月 （基準年比） （基準年比） （基準年比）

（ｋWh） 1.5％減 2.0％減 2.5％減

（L） 1.5％減 2.0％減 2.5％減

省エネ工事の受注拡大

 （太陽光発電システムを含む）

受注件数 ４２．８％増 ５７．１％増 ７１．４％増
分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底 分別の徹底

3.26%減 4.16%減 5.0%減

購入重量 kg 1.45%減 1.9%減 2.57%減

ｍ
３ 3.61%減 4.59%減 5.57%減

従業員の環境意識の向上 教育の実施 教育の実施 教育の実施 教育の実施

実施回数 2 2 2 2

社会貢献活動（ボランティア） 清掃活動他 清掃活動他 清掃活動他 清掃活動他

実施回数 2 2 2 2

 

８．次年度環境経営目標及び中期計画

電気使用量の削減 39,215

環境目標

目　標　値　

2020年度

二
酸
化
炭
素
排
出
量

全社二酸化炭素排出量の削減
(電気使用量+化石燃料使用量)

（ｋg-CO₂）
102,778

40,221

化石燃料使用量の削減
35,796

35,259 35,080

99,220

1.5％減

24

2.49％減 3.46％減

34,901

101,236 100,223

39,617 39,416

54 53.5

自
社
の
提
供

す
る
サ
ー
ビ

ス 14
20 22

P13

244
235.2 232.8

環
境
教
育
・

保
全

１）電力の二酸化炭素排出係数は、令和2年度九州電力(株)調整後排出係数0.480㎏ｰCO₂／kWhで算出した。

230.4
総
排
水
量

上水の使用量削減

2023年度目標 2024年度目標 2025年度目標

2）電力の二酸化炭素排出係数は、東京事務所は令和2年度東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ(株)調整後排出係数

0.443kg-CO₂／kWhで算出した。

53

廃棄物総排出量　ｔ

資
源
の

投
入

コピー用紙購入重量の削減
447.5

441 439 436

廃
棄
物

産業廃棄物の分別回収徹底

55.82



「１００年企業をめざして心ひとつに」をスローガンに掲げています。

Ａ．二酸化炭素排出量の削減
１）電力エネルギー量の削減

①　昼休みの事務所照明の消灯を徹底させる。

②　必要でない箇所の照明は消灯する。

③　夏場の電気温水器の電源をOFFにする。

④　不在時のパソコンは消灯する。また、省エネモードの設定をする。

⑤　空調機器フィルターの定期的な清掃。（８月・１２月他）

⑥　冷暖房時には扇風機等による空気の循環を行う。

２）化石燃料使用量の削減

①　急発進、アイドリングに気を付け、エコドライブを行う。

②　毎月車両点検を実施して車両を整備する。

③　営業で遠方へ行く場合は出来る限り公共機関を利用する。

３）省エネ工事の受注拡大

① 　省エネ診断業務を行い、企業向けの省エネ提案の件数を増やす。　

②   省エネ診断ができる人材の養成。

③　 省エネ支援事業のビジネス展開を行う。

④　自家消費型太陽光発電システムの提案を行う。

      Ｂ．廃棄物の削減
①　紙類は一般廃棄物として各事業所分別を徹底する。

②　工事に使用する材料は在庫が残らないように工夫する。

③　コピー機に一枚当たりの単価を表示し意識付けを行う。

      Ｃ．資源の投入量削減
①　裏紙の使用を徹底する。

②　無駄な印刷物を増やさないように徹底する。 　

③　５Ｓを徹底し、在庫品を把握する。

④　再利用の出来るものは利用する。

      Ｄ．水使用量の削減
①　節水の意識を高めるように努める。

      Ｅ．環境教育・保全
①　従業員の環境意識向上のため全体集会がある時、年に

　　 4回は環境教育や現状把握をしてもらう。

②　電気工事組合等の清掃活動に参加し地域社会の環境に

　　貢献する。

③　地域の清掃活動を定期的に実施する。

Ｐ１４

　　８．次年度の環境経営計画の取組内容



　　

　　　　　＜ 環境活動の取組み結果の全体評価＞

環境経営目標及び環境経営計画の達成状況において、二酸化炭素及び廃棄物排出量、更に

水使用量の削減が達成できなかった。

環境への取り組みについては継続されていますが、まだまだ個人差が見受けられます。

各フロアー、営業所内に啓発掲示物を貼り出したりして意識づけを実施することも重要。

夏場の気温上昇、期間などや、施設の老朽化等の現状をまず把握することが重要です。

個別には下記のような結果となりました。

1）全社では二酸化炭素排出量削減項目については、目標対比83.6％で未達成になっています。

2）省エネ工事量の受注拡大では、目標数より実績数は２．２８倍に増加しています。

電気料金の価格値上げや大手企業をはじめ中小企業もSDGｓの取組意識が高くなって来ているので

絶好の提案営業のチャンスです。

3）コピー用紙の購入重量は、26.2％増になり、達成できなかった。

　　安易にコピーをしないと言う意識を浸透させて行きましょう。

引き続きペーパーレス化を進めて下さい。

4）環境意識に関する教育・社会貢献活動がコロナ渦で実施出来ませんでした。

　 5月に二類から五類に変更されましたので今後は積極的に活動を再開させます。

コロナ禍で得た、リモートワーク、ZOOMなども一般的に活用することも大事です。

展示会視察、ボランティア活動も再開させていきます。

5）健康経営については全社員を対象としたがん保険に加入しました。

　 また、健康経営に関するセミナーを社内で開催してもらい意識を高めていきます。

6）ようやくコロナから解放されましたので委員会メンバーは積極的に外部からの情報収集を行い

良いものをどんどん社内に取り入れてください。

EA21メンバーは情報収集と積極的な改善提案をお願いします。

＜見直し・指示の結果＞

1）年々夏場の気温上昇と期間に対する考え方が若干甘かったように思います。
　 また、施設の老朽化など現状把握を行うことが先決です。

２）社内での取組は継続的に実施されているが、個人差がまだ結構あります。掲示物などで意識を高めることを
　　実施してください。

３）コロナ禍で会社の新しい柱として立ち上げたスマート化事業部は少しづつ成果が出てきました。
　今後も差別化戦略として省エネ事業も必要ですが、スマート化事業も積極的にPRする事が重要です。

４）コロナ禍で行えなかった教育・訓練を再開します。年間通して、上期、下期で各１回を目標とします。
　 EA21の取組についても全社員が参画できるよう指導していきます。

５）引き続き、環境コニュニケーションを積極的に実施することが重要です。

香月　信夫

P１５

９.　代表者による全体評価と見直し結果

2023年11月28日

株式会社　シグマ

代表取締役



　　　　１．遵守状況をチェックした結果、環境関連法規等の違反はありません。
　　　　２．関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません。

　　　

産業廃棄物保管基準の遵守 〇

産業廃棄物の収集、処理委託基準の遵守 〇

産業廃棄物管理責任者の設置 〇

産業廃棄物管理票による管理 〇

産業廃棄物の処理に関する事項の報告 〇

産業廃棄物管理票の写しの保存 〇

管理票交付者の報告書 〇

廃棄物の投棄禁止 〇

廃棄物の焼却禁止 〇

１０.   環境関連法規への違反、訴訟等の有無

Ｐ１６ 

3 家電リサイクル法 特定家庭用機器の長時間使用と適切な廃棄 〇

4 浄化槽法
毎年一回、指定検査機関の行う水質に関する
検査の義務 （点検結果の添付）

○

5 建設リサイクル法
工事概要等の通知（対象建設工事を施工する
区域を所管する都道府県知事または特定行政

庁に通知する）建設業務を営む物の責務
〇

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

2 フロン排出抑制法
廃棄の場合のフロンの適切な処置、

空調機の簡易点検
〇

№ 環境関連法規名 法的要求事項の内容及び基準

順
守
状
況

1
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 １１．  今年度の主な事業活動の取り組み

鳥栖市市庁舎新築工事（電気設備）

佐電工・シグマ・電興社特定建設工事共同企業体

工期：2021年6月24日～2023年3月10日

㈱シグマより電気監理技術者等で２名現場事務所へ常駐しています。

鳥栖市市庁舎完成予定図

鳥栖市市庁舎内イメージ写真

鳥栖市議会内イメージ写真
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株式会社ミゾタ 製造本部 新築工事（完成時女子社員現場見学況）

１階事務所フロアー写真

現場見学者への説明写真

屋内消火栓ポンプ写真

消火水槽 6,900 L 見学写真

※ 見学した女子社員の感想

現場代理人の仕事の出来栄えに

感動した！



P19

ＳＡＧＡサンライズパークメイン区画整備工事(照明工）
(夜間点灯状況）

夜間点灯時はきれいでした。



家の新築の際にスマートホームを導入して頂きました。
ご夫婦にお子様3人の5人家族で、それぞれの部屋にいながらもご家族の
コミュニケーションが尽きないよう、スマートホームを通じてご家族の一体感が
増すような空間を目指しました。
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スマート化推進事業部施工事例

  アレクサはもう、6人目の家族です。
O様宅施工事例

 「循環する手洗いスタンド（WOSH）」

水道がない場所もWOSHを設置したらすぐ手洗いが出来ます。

導入した機器

◯スマートスピーカー×2台

◯スマートリモコン×2個

◯スマートスイッチ×11個

（LDK、書斎、階段、主寝室、

子供部屋×3部屋）

◯スマートカーテン×4個

◯スマートロック×2個

◯スマートセンサー×2個

◯全自動コーヒーメーカー×1台

◯お掃除ロボット×1台



 １2．  今年度 その他の取り組み活動
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安全協議会＆懇親会(４年ぶり開催！）

社内コミュニケーション会(３年ぶり！バーベキュー会）



株式会社シグマ
本社・佐賀営業所：佐賀県佐賀市鍋島町八戸3005番地

TEL0952-26-7661  FAX0952-22-8434

小城営業所･鳥栖営業所･唐津営業所･東京事務所

ホームページ：http://www.shiguma.com

Owner
四角形

Owner
四角形

Owner
四角形

Owner
四角形


